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　9月定例議会において、平成10年度一般会計と特別会計の決算が認定さ

れました。

　経済の低迷により、地方財政全般に厳しい状況のなか、財源の確保と既

存事業の見直しにつとめ諸施策を実施いたしました。
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○町民の暮らしを支える生活利便都市

　町民の生活環境や生活基盤の整備のため、農業集

落排水事業の推進、道路や歩道の整備・維持管理、

土地区画整理事業、熊谷南部地域開発の促進等諸事

業を実施しました。

○生活にゆとりと
　うるおいのある快適環境都市

　日常生活に欠くことのできないゴミ処理対策やし

尿処理、ダイオキシン類の調査、消防や防災施設の

整備、公園整備、交通安全対策事業を実施しました。

猟鯉撒猛灘鷺閥

○安心していきいきと暮らす健康都市

　町民の健康保持増進のため、健康づくり事業の充

実、各種健康診査、訪問活動の実施、老人保護措置

委託事業、身体障害者更生援護委託事業、介護保険

準備事業等福祉の充実に努め、児童対策として保育

所延長保育、子育て支援事業、母子対策等、各種事

業を実施しました。

獺羅騨灘灘轍勲観獺濯騰騰棚醐灘て喬灘玉勲懲騰丁耶一　　　　　　　で奪翻i
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○活力にあふれ躍動する自立経済都市

　農業生産基盤の安定を図るためブロックローテー

ションの推進や転作団地の定着と促進、商工会の支

援、観光の振興、農村自然環境整備事業を実施いた

しました。

類瞥灘瓢睡無輝聾躍撚蝦雛縣講禦騨舅醸擁蹴騨型照輝獺蝋縦雛、蝦灘繍羅辮露螺黙輕

○ふるさとの文化を
　　　　　大切にする生涯学習都市

　「ピピア」を拠点とした文化、生涯学習活動、国際

化に対応するため、町民海外研修、中学生海外派遣

事業の実施、幼稚園、小・中学校教育環境整備、町

史編さん、文化財保護事業を実施したほか、各種ス

ポーツ大会を開催しました。

　　　　　．　雅彩“．購鮒　．E鮮塀一　．一F」解　　附ギ、　　㍑．　　．、、　屍．顯‘．総　．．　．．　　、・．、、鞭馳猿　♂叱、　　　、　　、　　モ　　．　醤　　　鯉　　一懲z

○町民の夢を大切にし実現する未来都市麟

　庁舎建設事業、行政情報システム整備、広報や議

会だよりの発行、文化祭や各種相談事業の開催、区

運営費の補助、婦人部の育成、各種統計調査を実施

しました。
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（平成11年3月末日12，581人で計算）
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550円
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消防費
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44、869円
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　　3，994戸

　　12，547人

　　　99．3％

　　7，848㎡

　　6，217㎡

2，178，126㎡

411，703，013円

407，902，946円

　3，800，067円

336，312，882円

247，489，035円

88，823，847円

22，580，000円

　1，142，857円

2／，437，143円

117，162，654円

66，892，892円

50，269，762円

●給水戸数

●給水人ロ

●普及率

●一日最大配水量

●一日平均配水量

●年間有収水量

収益的収入及び支出

　水道事業収益

　　営業収益

　　営業外収益

　水道事業費用

　　営業費用

　　営業外費用

資本的収入及び支出

　資本的収入

　　一般会計負担金

　　負担金

　資本的支出

　　建設改良費

　　企業債還金

　農業用水の水質保全と農村生活環境の改善整備を図る

ため積極的に取り組み、歳入総額3億5，706万449円、歳

出総額3億4，936万5，437円となり差し引き769万5，012円

を繰越し決算されました。

　　　　　　　　　　　　　県補助金35，906，000円

　　町　　債

224，000，000円

一般会計繰入金

88，958，000円

その他8，196，449円

　　公債費

54，209，880円

農業集落排水事業費
　295，155，557円

一式

3．576．5m

　　　一式

主な事業

○御正地区

　機能調整業務委託

○御正坂上地区

　管路埋設工事

○上新田

　処理施設概要書作成業務
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齢
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取
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。
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こ
の
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、
保
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一
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万
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、
一
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四
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納
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高
齢
者
社
会
を
背
景
に
老
人
医
療
費

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
十
年

度
末
の
受
給
者
は
一
、
二
九
〇
人
で
す
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歳
入
合
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、
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億
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、
四
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万

一
、
一
五
九
円
、
歳
出
合
計
七
億
四
、

七
六
九
万
三
、
五
八
四
円
で
差
し
引
き

二
、
六
五
四
万
七
、
五
七
五
円
が
繰
越

し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
実
際
に
お
年
寄
り

が
医
者
に
か
か
り
、
町
が
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
医
療
費
は
七
億
一
一
、
七
九
一

万
六
、
三
三
四
円
で
、
前
年
と
比
較
す

る
と
九
・
二
％
の
伸
び
と
な
り
、
歳
出

全
体
の
九
七
・
四
％
と
な
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ま
し
た
。

　
ま
た
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一
人
当
り
の
医
療
費
支
払
額

は
、
一
一
万
八
、
六
五
〇
円
の
支
払
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

その他98，467，696円

毒火裸蕪撫畿墾
雄絡，簾診，4β調

保険給付金
412，903，062円

　　その他
249，476，465円

華i購1験嚢出畿

、鞠i灘辮鱗陽

国民健康保険税
237，895，510円

歳出歳入

受
給
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
五
六

万
四
、
二
七
六
円
に
な
り
ま
す
。

その他19，777，250円　　その他
107，925，254円

藤購叢掛糞
168，350，熱葛β襲懇

　　窪療諸費、…

727，曾華β，334

支払基金交付金
497，964，9潅9円

歳出歳入

⑤



健
康
で
宜
雌
し
て
く
ら
す
た
め
に

国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
健
制
度

　
日
本
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
、
生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
、
い
つ
で
も
い
ず
れ
か

の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
い
人
生
の
中
で
、
い
つ
、
ど
こ
で
大
き
な
事
故
や
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
か
は
予
測
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
日
こ
ろ
か
ら
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
保

険
税
な
ど
の
費
用
と
、
国
や
自
治
体
が
負
担
す
る
公
費
と
で
、
健
康
の
保
持
と
増
進
の
た

め
の
給
付
や
事
業
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
医
療
保
険
の
制
度
で
す
。

　　　　　：
　　　　　3いいえ
　　　　　▼

（
，
↓

（（

甲

、ますか職場の健康鹸に輔

●

●

3いいえ
の

▼

はい
く・…

カ】

藩
臓
．
癌

（

　
　
　
　
、

（
　
』

　
　
　
k
、

ヤ
ヤ生

：いいえ
　

▼

はい
く・…

職場の健康保険に入っていたり、生

活保護を受けている人以外はすべて

住んでいる市区町村の運営する国保

に加入しなければなりません。

ま　し、

職
場
の
保
険
を
抜
け
た
り
、
生
活
保
護
を
受
け
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
国
保
加
入
の
届
出
を

●

　
国
保
は
、
万
一
の
と
き
に
経
済
的
な

心
配
な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

健
康
な
と
き
に
保
険
税
を
出
し
あ
い
、

お
互
い
の
生
活
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
制
度
で
す
。

　
国
保
の
加
入
者
の
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
税
は
、
国
な
ど
の
補

助
金
と
と
も
に
、
医
療
費
や
出
産
育
児

一
時
金
な
ど
の
給
付
の
費
用
に
あ
て
ら

れ
、
国
保
の
重
要
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
が
公
平
に
負
担
し
、
国
保
の

財
政
が
健
全
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
保

険
税
は
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

1年間の保険税の
”
い
＋
入
＋
刀
＋
圏

圃一世帯にしYくらと計算する

“屋匿謹■世帯の加入者数に応じて計算する

6圃世帯の収入に応じて計算する

こ
利
用
下
さ
い
。
国
保
の
助
成
制
度

国世帯の資産に応じて計算する

　　　　　　　　　　　　　⑥

　
国
保
で
は
、
保
健
事
業
と
し
て
行
う
次
の
よ
う
な
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
人
問
ド
ッ
ク
費
用
一
部
補
助

　
病
気
の
早
期
発
見
や
、
健
康
状
態
の

チ
エ
ッ
ク
の
た
め
に
は
、
年
に
一
度
、

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し

い
よ
う
で
す
。

　
国
保
で
は
、
人
問
ド
ッ
ク
の
受
診
費

用
の
一
部
を
補
助
し
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
役
立
て
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
国
保
加
入
期
閤
が
一
年

以
上
の
4
0
歳
以
上
の
人
で
、
保
険
税
に

滞
納
の
な
い
人
で
す
。

◎
高
額
医
療
費
貸
付
制
度

　
入
院
等
で
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、

病
院
へ
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
に
、
医
療
費
を
貸
し
付
け
る
制
度
で

す
。
金
額
は
、
高
額
療
養
費
予
定
額
の

8
割
と
し
、
百
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
が
支
払
わ
れ
る
際
に
返

還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
申
請
に
つ
い
て
の
詳
細
や
、
お
問
い

合
せ
は
、
役
場
・
町
民
課
ま
で
。



〈。・・…（（

駆
Φ
）

　
　
　
、
」

（
　
　
　
　
が
い

　
　
、

　
澄

か、〆？．．70機以！上

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
い
　
え

●
●
●
●
・
●
●
・
●
・
●
・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
…
●
●
・
・
●
。
●
・
●
●
●
・
●
・
●
●
●
●
●
．
●
●
●
●
●
。
。
。
●
●
・
・
。
・
。
。
●
●
・
・
●
●
・
●
・
●
●
●
●
●
●
●
▼

は　い
舶剛【軸。。。。●。。

◆一部負担金◆

弓

1日につき　　530円

1ヶ月に4回を限度として

ひとつの医療機関ごとに支

払いします。

1日につき　1，200円

入院日数分支払います。

その他に入院中の食事代が

かかります。

老
人
保
健
制
度
の

　
　
　
　
　
　
対
象
者
で
す
。

医
療
費
は
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
高
齢
者
人
□
の
増
加
と
、
医
療
技
術

の
進
歩
・
多
様
化
に
よ
り
へ
老
人
の
医

療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

長い間、会社に勤めていて退職し、

被用者年金を受けられますか、ある

いはその人の被扶養者ですか

　　　　　　：
　　　　　　：は　い
　　　　　　▼

退職者医療制度の対象者です

　
7
0
歳
以
上
（
｝
定
の
障
害
の
あ
る
人

は
6
5
歳
以
上
）
に
な
る
と
、
「
老
人
保
健
」

と
い
う
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

を
抜
け
る
の
で
は
な
く
、
資
格
は
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
、
保
険
税
は
今
ま
で
ど
お

り
納
め
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
は
、

　
○
医
療
保
険
の
－
保
険
証
」

　
○
医
療
受
給
者
証

　
O
健
康
手
帳

を
持
参
し
、
窓
ロ
で
一
部
負
担
金
を
支

払
い
ま
す
。
⇔
部
負
担
金
は
、
次
の
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

，
・

　
医
療
費
を
有
効
に
使
う
た
め
に
、
ふ
ピ

だ
ん
か
ら
、
健
康
づ
く
り
や
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

重複受診・頻回受診はやめましょう　　時問外・休日受診はなる

　　　　　　　　　　　　　　　　　家庭医をもちましょう
むやみに薬を欲しがるの

　　　　　＿　　　b一　　　　　　　　早期発見・早期治療を心
　　医師を信頼し、指爪を守　　　　　　　’　　　＿
　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　がけましょっ
　　りましょっ

　
長
い
間
、
会
社
や
役
所
な
ど
に
勤
め

て
い
て
退
職
し
、
現
在
、
国
保
に
加
入

し
て
い
る
人
の
う
ち
、
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
る
7
0
歳
未
満
の
人
と

そ
の
被
扶
養
者
は
、
退
職
者
医
療
制
度

で
医
療
を
受
け
ま
す
。

◎
対
象
者
　
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に

あ
て
は
ま
る
人

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　
②
老
人
保
健
制
度
対
象
者
で
は
な
い

　
③
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど

　
　
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
ら

　
　
れ
る
人
で
、
そ
の
被
保
険
者
期
間

　
　
が
2
0
年
以
上
か
、
ま
た
は
4
0
歳
以

　
　
降
絢
年
以
上
の
人

　
鋼
年
度
は
特
別
対
策
と
し
て
、
退
職

者
医
療
の
該
当
者
で
あ
り
な
が
ら
適
応

を
受
け
て
い
な
い
人
に
、
勧
奨
通
知
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
⑩
月
下
匂
に
送
付
す
る
予
定
で
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

で
、
通
知
が
届
い
た
人
は
、
町
民
課
窓

ロ
に
て
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
退
職
者
医
療
の
該
当
者
は
、
お
医
者

さ
ん
で
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
違
い

ま
す
が
、
保
険
税
の
額
や
そ
の
他
の
給

付
は
、
一
般
の
国
保
の
被
保
険
者
と
同

じ
で
す
。3割

自己負担

8割給付



翻
儘
閣

繍
翻 …

瓢
認

罵
慧

皇　
難 振

幽羅

藝

●

●

　町では、将来の町の発展を担う人材の育成を

目的として、第4回中学生海外派遣事業を実施

しました。

　江中生14名（男子4名、女子10名）と引率者

2名の計16名が、8月17日から24日までの8

日閤、外国の生活習慣や文化を肌で感じてきま

した。

　初日は、クライストチャーチ市内観光で、海

外旅行の緊張を和らげます。

　2日目に、オークランドに移動し、生徒たち

を受け入れてくれるホストファミリーとの待ち

合わせのために、現地の中学校に向かい、対面

後各家庭へと別れます。

　この研修のメインとなるホームスティでは、

ホストファミリー1家族につき中学生2人がお

世話になりました。

　とくに各ファミリーと過ごした週末の2日閤

はいろいろな場所に連れていってもらい、楽し

く過ごしたようです。

　それぞれの家庭で過ごした4日閤は、参力ロ者

の長い人生の中に貴重な体験として刻まれたこ

とでしょう。

23
日
㈲
」
　
各
家
庭
と
の
お
別
れ

　
　
　
　
オ
ー
ク
一
フ
ン
ド
市
内
散
策

24
日
ψ
㊤
　
J
」
・
N
Z
共
同
9
9
便
で
帰
国

21

日
団

22
日
㈲

20
日
㈹

（ホームスティ）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
終

日
過
ご
す

日
　
程
　
表

J
」
・
N
Z
共
同
9
0
便

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
へ

（
所
要
時
間
⑩
時
問
5
5
分
）

到
着
後
、
市
内
視
察

空
路
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
へ

（
所
要
時
閤
1
時
問
2
0
分
）

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対

　
面
後
、
各
家
庭
へ

　
現
地
学
校
体
験
入
学

　財
郊
外
の
牧
場
で
体
験
学
習

18
日
㈱
　
到
着
後
、
市
内

19
日
㈱
　
空
路
オ
ー
ク
ラ

17

日
㈹
　
J
」
・
N
Z
共

⑧



劃（日）

　第14回町民ゴルフ大会が江南バードレイクCCで

行われました。天候に恵まれた当日は、146名が参

加して技を競い合いました。

　また、競技終了後には、パーティが行われ、チャ

リティーホールで集められた27，260円が江南町社

会福祉協議会へ寄付されました。

　成績上位者は次のとおりです。（敬称略）

男子の部

　優勝
　準優勝

　第3位

　第4位

　第5位

滋
毅
夫
夫
隆

　
挺
一
紀

野
　
木
沢
田

大
屡
鈴
広
山

（グロス　H　C・ネ、ソト）

　81　12．0　69．0

　81　　9．6　71．4

　77　　4．8　72．2

　83　　10．8　　72．2

　81　　8．4　72．6

女子の部　　　　　　（グロス　H　C・ネット）

優勝千野理恵
準優勝　牛尾　昌子

第3位田部井恵

87　　14．4　72．6

84　　9。6　74．4

98　21．6　76．4

　
木
尾
　
下
ロ
田
木

　
鈴
牛
　
真
野
杉
鈴

賞
　
　
賞

ロ
子
子
ン
番
番
番
番

グ
　
　
ピ

ス
男
女
ア
3
6
1
2
1
7

ベ
　
　
ニ

ドラコン賞

番
番
番
番

1
9
3
5

　
　
1
　
1

一夫（小江川）

昌子（三本）

真下要二（柴）
野ロ　　勉（在勤）
杉田　一男（小江川）

鈴木　一夫（小江川）

里予ロ　　シ告秋　（ノ」す工l　H）

利根川正信（小江川）

牛尾　昌子（三　本）

寺山　由治（板　井）

ア
7
4

コ
7
8

ス

●

麹図

　14日と15日の2日間、江南荘で敬老会が行われました。

　町内にお住まいの70歳以上のみなさんの長寿を祝い、これ

からも元気に長生きしてもらおうと催され、対象者1，266名

のうち657名が元気に出席されました。

　また、15日には寝たきり老人介護者表彰が行われ10名の

かたが表彰されました。

●

劃㈱

　デイサービスセンターの安全祈願祭が、野原地内で行われ

ました。

　この施設は、来年4月からの介護保険制度の実施に伴い、

住宅で介護を必要としている高齢者のための施設で、来年3

月の開所を目標に整備をするものです。

⑨



ム
髭
■
鷹
播
■
置
丁
箏

ζ
ち
副
鰯
傑
健
婦
遷
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駝

　
乳
歯
は
、
生
後
6
カ
月
頃
か
ら
生
え

始
め
、
2
歳
半
か
ら
3
歳
く
ら
い
ま
で

に
、
上
下
あ
わ
せ
て
2
0
本
が
生
え
そ
ろ

い
ま
す
。
乳
歯
は
ど
う
せ
抜
け
て
し
ま

う
か
ら
、
少
し
く
ら
い
ム
シ
歯
に
な
っ

て
も
大
丈
夫
な
ん
て
思
っ
て
い
る
お
母

さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
。
乳
歯
が
ム
シ
歯

の
た
め
に
早
く
抜
け
て
し
ま
う
と
、
噛

む
こ
と
が
で
き
ず
体
の
正
常
な
発
育
を

さ
ま
た
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
歯
を
ム
シ
歯
か
ら
守
る

の
は
、
お
母
さ
ん
の
役
目
で
す
。

○
ム
シ
歯
に
か
か
り
や
す
い
乳
歯

　
乳
歯
は
永
久
歯
に
比
べ
て
エ
ナ
メ
ル

質
が
う
す
く
軟
ら
か
い
た
め
、
『
度
ム

シ
歯
に
な
っ
て
し
ま
う
と
進
行
が
は
や

く
、
5
～
6
ケ
月
く
ら
い
で
神
経
ち
か

く
ま
で
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
ま
で
ム
シ
歯
が
進
ん
で
も
、
お

子
さ
ん
は
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
、
必
ず
お
母
さ
ん
が
気
を
つ
け
て
お

ロ
の
観
察
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
ム
シ
歯
予
防
は
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン

　
グ
か
ら

ー
ム
シ
歯
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ー

①
食
べ
た
ら
す
ぐ
に
歯
を
み
が
く
、
歯

㎏
疎

　
　
o
灘

　
ジ
い
び

　
ス
な
ゆ
る

繭
辮
鳶

盤
鍵
か

●

　　　　　　　　　　　上唇裏のスう
　　　　　　　　　　　ひっかけなし

　　　　　　　　　　　ひとさしゆC
　　　　　　　　　　　ガードする

　　　　　　　　●奥歯
　　　　　　　　　ひとさしゆびで
　　　　　　　　　頬をふくらませる
あてる
てなし、ように）

●こどもをまっすぐに寝かせる

　（あぐらをかくと安定します）

●歯をよく見て、確実にブラシをあてる

　（歯ぐき、舌などにブラシをあてないよ

●広がった八ブラシを使わない

　（歯垢をきれいに落とすことがでぎない

　　だけでなく歯ぐきを傷つける）

　
み
が
き
が
で
き
な
い
時
に
は
ブ
ク
ブ

　
ク
う
が
い
を
す
る
習
慣
を
つ
け
る

②
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
を

　
し
て
歯
質
を
強
く
す
る

③
規
則
正
し
い
食
生
活
（
だ
ら
だ
ら
と

　
問
食
を
と
ら
な
い
）

④
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
予
防
や
早

　
期
発
見
を
心
が
け
る

●生えかけの歯の

曙麗愈
　　　にあててみがく

1鯉
歯ブラシを横から使う

1
歯
み
が
き

　
ン
ト
ー

　
子
ど
も
が
、

・
仕
上
げ
み
が
き
の
ポ
イ

ひ
と
り
で
ブ
ラ
ッ
シ
ン

上下の歯を「イーッ」とかみ合せ

まるを連続してかくようにみがく
／．毛先を歯1こ直角【こあて

　　　　　小さく往復運動させる

グ
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
ム
シ
歯

は
お
母
さ
ん
の
責
任
で
す
。
特
に
夜

寝
る
前
の
歯
み
が
き
は
、
お
母
さ
ん

が
仕
上
げ
み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
1
歳
時
相
談
時
に
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
科
指
導
を
実
施
し

て
い
る
他
、
1
歳
半
健
診
、
3
歳
健

診
時
に
歯
科
検
診
、
歯
科
指
導
を
実

施
し
、
ム
シ
歯
予
防
に
努
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
3
歳
健
診
時
に
は
お
母

さ
ん
の
歯
も
み
ま
す
の
で
ぜ
ひ
受
け

ま
し
ょ
う
。
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野
菜
や
果
物
は
、
乾
燥
さ
せ
る
と
保

存
食
に
な
り
ま
す
。
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
は
、
保
存
食
づ
く
り
に
良
い
季
節
。

旬
の
恵
み
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、

食
材
が
余
っ
た
と
き
は
ド
ラ
イ
フ
ー
ズ

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

　
少
し
だ
け
余
っ
て
し
ま
っ

た
大
根
は
、
二
～
三
ミ
リ
の

薄
い
輪
切
り
に
し
て
、
ざ
る

の
上
に
重
な
ら
な
い
よ
う
に

並
べ
ま
す
。
そ
れ
を
風
通
し

の
よ
い
ひ
な
た
に
出
し
、
カ

ラ
カ
一
フ
に
な
る
ま
で
乾
燥
さ

せ
て
お
け
ば
、
煮
物
の
具
な

ど
に
重
宝
し
ま
す
。

　
大
根
の
葉
も
捨
て
ず
に
一

緒
に
干
せ
ば
、
汁
物
や
妙
め

も
の
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
緑
が

欲
し
い
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

　
大
根
や
に
ん
じ
ん
、
か
ぷ

な
ど
の
皮
は
、
細
く
切
っ
て

ざ
る
に
広
げ
、

カ
ラ
に
な
り
ま
す
。

ど
の
料
理
の
ほ
か
、

ず
っ
と
お
い
し
く
保
存
で
き
、
栄
養
価

も
高
く
な
り
ま
す
。
必
要
な
と
き
に
使

え
て
便
利
で
す
。
シ
イ
タ
ケ
に
限
ら
ず
、

シ
メ
ジ
や
舞
茸
な
ど
の
キ
ノ
コ
類
も
同

様
で
す
。

　
リ
ン
ゴ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
も
薄
切
り
に

し
て
ざ
る
の
上
で
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
四
～
五
日
干
せ
ば
カ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
切
り
干
し
大
根
な

　
　
　
　
　
　
　
　
漬
物
に
し
て
も
抜

群
の
歯
ご
た
え
が
楽
し
め
ま
す
。
ユ
ズ

も
汁
を
し
ぽ
っ
た
残
り
の
皮
を
干
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
吸
い
物
な
ど
の
香
り

づ
け
に
重
宝
し
ま
す
。

　
使
い
残
し
の
シ
イ
タ
ケ
も
、
ざ
る
に

の
せ
て
日
干
し
に
し
ま
し
ょ
う
。
ラ
ッ

プ
を
か
け
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
よ
り
も

　
　
●

手軽で便刺な保存霞・非常霞

リ
ン
ゴ
は
そ
の
ま
ま
、
サ
ツ

マ
イ
モ
は
油
で
揚
げ
て
ス
イ

ー
ト
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
と
し

て
、
お
や
つ
に
ど
う
ぞ
。

　
残
り
ご
飯
も
乾
燥
さ
せ
れ

ば
非
常
食
に
な
り
ま
す
。
ご

飯
を
水
洗
い
し
て
粘
り
を
取

り
、
水
気
を
切
り
ま
す
。
ざ

る
の
上
に
ひ
ろ
げ
て
陰
干
し

し
た
後
、
き
っ
ち
り
と
ふ
た

の
で
き
る
び
ん
や
缶
な
ど
で

保
存
し
ま
し
ょ
う
。
油
で
揚

げ
、
塩
を
ふ
れ
ば
、
お
茶
う

け
や
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に

な
り
ま
す
。灘
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　　　　　　　　　　〔スポーツに関する図書案内〕
　　　　　　　　　　スポーツの秋です。スポーツに関する本を紹介します。

●スポーツ、運動と健康　　　　　　●からだづくり教室　　　　　　　　　　　●知っておきたいスポーツ救急医学

●スポーツと健康、体力　　　　　　●中高年の登山教室　　　　　　　　　　●たった15分でできるらくらくストレッチング

●学校五日制と生涯スポーツ　　　　●スポーツファンの社会学　　　　　　　　●科学とスポーツ

●スポーツ、リハビリテーション　　●体力トレーニング、ワンポイント　　　●ジュニアスポーツセレクション

●スポーツ怪物列伝　　　　　　　　●30代からのスポーツとトレーニング　　●ジュニアスポーツシリーズ

　　　　　＊大　活　字　本＊大きな活字で読みやすい本です・
●もだんミステリーワールド全／5巻　　●くらしっく時代小説全15巻　　●げんだいミステリーワールド全15巻

●ケガ、病気、からだの本　鈴木　葉子

●真夜中のスパゲッティ　　イングリートユーベ

●水たまりのメダカくん　福沢ゆみこ

●花をかう日　　　　　あまんきみこ

●おかあさんのひがさ　みねかわなおみ

●カブトエビの飼育　谷本　雄治
●しょうぼうしゃをさがせ　武谷千保美

※その他多数あります

■新着図書案内■
●いのちの海　　　　　海島　晴由

●小太りのすすめ富家孝
●実戦護身術　　　　　佐久問鉄石

（書　名）　児童書　　（著者名）

●おイモのひみつ　　小竹千香子
●視覚ミステリーえほん　　ウォノレターウィック

●小学校は宇宙ステーション　山田理加子

●タイガーチーム事件簿　　卜一マスグレツナ

●ノコギリザメのなみだ長新太

（書　名）　一般書　　　（著者名）

●妻と私　　　　　　江藤　　淳

●喜知次　　　　　　乙川優三郎

●黒猫の三角　　　　森　　博嗣

●三姉妹探偵団　　　赤川　次郎

●推古天皇　　　　　三枝　和子

●合わせ鏡　　　　　津村　節子
●堂々日本史第23巻　　NHK取材班

●標語、スローガンの事典　祖田　浩一

●福祉の仕事がわかる本　中島　恒雄
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こ
う
な
ん
俳
句
会
＠

我
が
名
前
書
く
新
調
の
登
山
靴

　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

父
と
子
の
同
じ
寝
姿
大
昼
寝

　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

帰
省
子
の
携
帯
電
話
手
離
さ
ず

　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

雑
草
の
目
立
つ
校
庭
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
平
山
三
郎

親
し
げ
に
来
る
出
雲
路
の
赤
ト
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

図
書
館
の
日
々
振
は
い
て
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

波
を
追
い
追
は
る
る
渚
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

夏
休
み
腹
を
す
か
し
て
部
活
の
子

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

朝
顔
の
鉢
を
か
か
へ
し
下
校
の
子

　
　
　
　
　
　
　
河
端
不
三
子

夏
休
み
バ
イ
ト
の
孫
は
顔
見
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

夏
休
み
宿
題
持
っ
て
祖
母
の
里

　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

夏
休
み
旅
を
促
す
世
界
地
図

　
　
　
　
　
　
　
関
ロ
　
進

孫
の
丈
見
上
げ
る
今
朝
や
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

夏
休
み
山
に
持
ち
込
む
海
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

露
天
湯
に
子
等
も
喜
ぶ
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

紫
外
線
九
割
カ
ッ
ト
日
傘
買
う

　
　
　
　
　
　
　
国
田
育
子

惑
う
マ
マ
慣
れ
ぬ
弁
当
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

よ
く
食
べ
て
よ
く
遊
ん
で
る
日
焼
け
の
子

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

球
児
等
の
熱
戦
に
湧
く
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男

姦
．
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日　　　時 場　　所

行政・心配ごと相談 10月26日（火）9：30～正午 勤労福祉センター

心配ごと・結婚相談 10月12日㈹9：30～正午 勤労福祉センター

成人健康相談 10月5日（火）9：30～11：30 保健センター

教　育　相　談 原則毎週水曜日・教育委員会へ申し込みください。

場所　熊谷基地ほか県内3ケ所

国1囲埼玉地方連絡部熊谷募集事
　　務所　熊谷市末広2－／99　大石

　　ビル　智522－4855

　　　　彩の国
　　　　さわやか相談員募集
　　　　　　　　（県の非常勤職員）
6　資格　平成11年度末において、満20

　　　　　歳以上64歳以下で、学校教育
　　　　　に理解があり、子どもの悩み

　　　　　について相談に応じることの
　　　　　きでる知識や経験を有する人。

　　定員　未定
　　内容　県内の市町村立中学校に平成

　　　　　12年4月1日から平成13年3
　　　　　月31日まで週5日勤務し、い
　　　　　じめ・登校拒否などについて
　　　　　生徒・保護者との相談に応じ

　　　　　ていただきます。

　　国固所定の応募用紙を揃えて、
　　　　10月1日匿）～10月7日（木）（ただ

　　　　し土、日、祝日は除く）までに
　　　　第1に勤務を希望する市町村教

　　　　育委員会へ直接持参し申し込ん
　　　　でください。詳細については、
●　　　教育委員会で交付している応募

　　　　要領をご覧ください。

彩の国まちかど労働相談
　賃金、退職金、解雇、有給休暇、

社会保険、パート労働など、仕事や

職場の問題、年金や各種助成金に関

する相談を社会保険労務士がお受け

します。（職業紹介は除きます。）

　相談は無料で、秘密は守られます。

日時10月16日（土）13：00～16：00

場所　寄居町勤労福祉センター2階

　　寄居町寄居941－1
　　埼玉県北部労働商工センター

国盈523－2817

女性人権擁護委員による特設相談

家庭内のいざこざ、相続、借地、

借家、金銭貸借、登記、差別、子ど

ものいじめ、その他日常生活でお悩

みのかたはお気軽にご相談ください。

　相談は無料で秘密は守られます。

日時10月15日㈹10：00～15：00
場所　熊谷市民ホール　大ホール

　　熊谷市仲町19　盈523－0895
固浦和地方法務局熊谷支局
　　人権擁護事務担当麿524－8805

新・給水装置工事事業者
　現在、町で指定している給水装置

工事事業者29社のほかに、新たに指

定しましたのでお知らせします。

指定番号31
会社名㈱フクシマ
代表者名　代表取締役　福嶋忠男

所在地嵐山町大字古里203－7
電話番号　0493－62－2505

県民手帳の販売が始まります

　埼玉県統計協会では、毎年10月18
日を「統計の日」と定め、県民手帳

の販売を行っています。

　今年も10月18日（月）から販売いたし

ます。埼玉県内の情報が盛り沢山で

すので、ぜひお求めください。

販売価格

　小型（／1cmx7．Ocm）　400円

　大型（14cmx8，5cm）　500円
　パレット（薄型16cm×8．5cm）500円

販売場所　役場企画財政課

違反建築なくそう運動の実施

　「ルールを守って明るく住マイル」

をスローガンに、埼玉県下一斉に10
月11日（月）～20日（水）の期間を違反建築

なくそう運動として、建築に関する

法令などの説明会および公開建築パ

トロールを実施いたします。

建築に関する法令等の説明会

日時10月13日（水）14：00～

場所　熊谷市立商工会館大ホール

圃役場都市計画課

埼玉県最低賃金の改正について

　埼玉県最低賃金が、10月1日から

改正されます。改正後の金額は、

日額5，330円
時間額　　669円です。

　埼玉県最低賃金は、県内すべての

労働者とその使用者に適用されます。

　なお、特定の産業については別途
産業別最低賃金が適用されます。

　くわしくは、埼玉労働基準局賃金

課（盈048－822－7146）、または最寄

りの労働基準監督署へお問い合わせ
ください。

年金は「世代と世代の支え合い』

　若いみなさんにとっては老後はず

っと先の話。でも、ちょっと考えて

みませんか？だれもが平等に年をと

り、必ず老後がやってきます。

　公的年金制度は、民間の個人年金

とは違って国民みんなが制度に参加

し、私たちの納める保険料が今のお

年寄りの生活を支え、私たちが年老

いたとき次の世代の人たちが納める

保険料がまた私たちの生活を支える

「世代と世代の支え合い」のしくみ

になっています。

　長寿国である日本では、だれもが

安心して暮らせる老後を望んでいま

す。保険料を納めることは「自分の

ため・みんなのため」に大切な義務
です。

もし、年金がなかったら…

☆年をとって働けなくなったとき

　貯金も底をついてしまった、どう

　しよう…

☆インフレになったとき

　充分と思っていた資金が足りなく

　なってしまった……

☆親へ仕送りをしようとしたとき

　教育費、住宅ローンで手一杯。仕

　送りはムリかも…

⑫
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農林学級・花吉園芸講座

開催8 内　　容 時問
9B佳） 木エサ汐トナカイの型抜㊥ 10時00分

10日（臼） 木工入門鯉麟糊○ 萄時QO分

11日（月） サツマイモ臓穫鰍 ④ 爲時30分

13日㈹ サツマイモ料理教室○ 萄時00分

14日（刺 （花）土づくりと肥料の働方 13時30分

17日（日） 木エプラン外力バーO 10時00分

17日（日） サツマイモの収穫体験④ 13時30分

208㈱ （花）アルス随刈アを楽しむ 13時30分

23日仕） 木エブツクエンド⑧ 10時00分

278（掬 サトイモ料理教室O 10時OO分

288㈱ （花）秋植え球根の植え樹 爲時30分

298團 木エドアスト、ソパーO 10時00分

叙日（日〉 木工工作室開放日 ○ 10時00分

霊1月3日㈱ 〈花）ハーブティーを楽しむ 10時00分

※（花）＝花き園芸講座（対象：一般のみ）

対象⑳＝小学生親子eニー般
　　④二小学生
受付　10月1日（金）8時30分から

圃農林学級＝農林公園管理事務所
　　盈583－2301

　　花き園芸講座二農林公園内・植

　　物振興センター智583－2841

※臨時休園＝10月26日㈹

　　江南愛の家バザー

日時11月3日（湘11：00～14：00
場所　（福）埼玉県ブルーバードホーム

　　江南愛の家
内容　野菜、日用品、食品などの販

　　売模擬店や遊びコーナーもあ
　　　ります。

固江南愛の家　暦536－3333

　　消防にでかけよう

　楽しく遊んで、防災に役立つ体験
をとおし、安全で安心できる生活を

築きましょう。

　11月9日からの秋季火災予防週問

に先駆けて、熊谷地区消防組合では

消防フェアを開催いたします。

⑭

　　　　　●

報役

税務課　151・152・153
経済課　251・252
都市計画課　　241・242

建設課　231・232
同和対策室　　221

　皆さんの参加をお待ちしておりま
す。

日時11月7日（日）10二〇〇～14：00

場所　熊谷市大字原島675－1

　　熊谷地区消防本部庁舎
内容①桜の大使による1日消防署長

　　②はしご車隊・レスキュー隊の

　　体験および消化、放水訓練
　　③救急救命士による救急指導

　　④あなたの住宅の防火診断

　　⑤防災、救急手当などの映写会

　　⑥その他バザーやとん汁、非常

　　食などのサービス等楽しく遊
　　んで、防災に役立つ企画がた
　　　くさんあります。

固熊谷地区消防本部盈522－9999

場盈536－1521
ピピア盈536－6262

出　納室
教育委員会

水道課
保健センター

社会福祉協議会

141

211●212●213●214
161・162
410・411

131・132

海外視察研修参加者募集
　　　　～アメリカ～
　ふるさと創生事業の一環として平

成2年度より始められた海外視察研

修事業が、今年度も次の要領で実施
されます。

　この事業は、町民に国際的な視野
および知識を身につける機会を設け、

リーダーとして町づくり、人づくり

を推進する人材を育成することを目

的に、アメリカを研修地として派遣
するものです。

研修期間

　平成／2年1月中旬～下旬（7日間）

研修内容

　自然環境、住民生活、教育文化、

　産業経済など

参加資格

　江南町に在住の20歳以上の人（学

　生を除く）で、帰国後、研修の成

　果を積極的にいかし、町行政に取

　り組む意欲があると認められる人

予定派遣人員　20名
応募締め切り　10月28日（木）

選考と決定

　応募者の中から、江南町人材育成

　推進協議会で選考・審査・決定し、

　本人に通知します。

費用の負担

　費用については、3分の2以内を
　人材育成推進協議会で補助いたし

　ますので、個人負担は10万円程度

　になります。ただし、渡航手続き

　にかかる費用や諸経費は別に個人
　負担となります。

応募方法
　参加者は、役場企画財政課にある　●

　海外視察研修参加申込書に必要事

　項を記入のうえ、申込みください。

囮役場企画財政課

平成12年度埼玉県農業大学校学生募集

　農業大学校は、優れた若い農業者

や農村地域の指導者の養成を目的に

設置されています。修行期間は2年
間です。

受付

　　推薦：10月19日㈹～10月29日（金）

　　一般：11月22日（月）～12月10日（金）

試験

　　推薦：平成11年11月18日（刺

　　一般：平成12年1月12日㈱

募集　75人（水田経営科、園芸科、

　　畜産科）　　　　　●
囮熊谷農業改良普及センター
　　台526－2210

　　　自衛隊生徒募集

　防衛庁では、来春採用予定の自衛
隊生徒を次のとおり募集します。

資格　日本国籍を有し、平成12年4

　　月1日現在、15歳以上17歳未
　　満の男子で中学校卒業（見込

　　みを含む）者
受付　平成11年11月4日（木）から

　　　平成12年1月4日㈹まで
試験01次試験
　　平成12年1月5日（水）

　　学科（国語・数学・社会・理
　　科・英語）

　　作文（500字程度）
　　02次試験
　　平成12年1月22日（土）以降

　　ロ述（面接）、身体検査
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撮影場所

塩地内「塩新田」

　比企丘陵の北すそに位置す

る塩地区は起伏に富んでいま

す．平地林を代表する木々が

次第に色づいて秋の気配を感

じさせてくれます。

小
幡

平成／O年9月9日生
両親／祐剛子瓢押切）

　お姉ちゃんが大好きで、じゃまにされて
もお姉ちゃんにくっついて遊んでいます。

　強い優しさをもって、元気に育ってほし
いです。
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再
生
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を
使
用
し
て
い
ま
す
。
O

平成10年10月14日生

両親幅鞭（御正新田）

　お姉ちゃんが大好きで後を追ってはいた

ずらばかりしている叶子です。

　これからも姉妹仲良く明るく素直に育っ

てほしいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　⑭

ひ／とノの／う／こyき

　人ロと世帯数（9月1日現在）
「のこしておきたい江南風景」

と「すこやかさん」のコーナ

ーへの投稿を募集しています。

お気軽に、役場総務課広報係

までご連絡ください。

男 6，170人（一1）

女 6，405人（＋4）

計 12，575人（＋3）

世帯数 3，849世帯（＋2）

）内は前月比（
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